特定建設作業に関する届出（振動）

特定建設作業については、振動規制法により、建設工事として行なわれる作業のうち著しい振動を発生させる作業を特定建設作業として定めており、事前の届出が必要です。

また、特定建設作業を行う場合は、振動規制や作業方法等の制限があります。

【届出について】
指定地域内において、特定建設作業（下表のとおり）を伴う建設工事を施工しようとするときは、法律に基づき作業の開始の7日前までに、届出をして下さい。

また、届出にあたっては、特定建設作業実施届出書[リンク]に工事の工程表及び付近の見取図を添付し、正・副2部を環境課に提出してください。

※ただし、当該作業がその作業を開始した日に終わるものを除きます。

※指定地域とは

下表の第1種区域と第2種区域があります。

	第1種区域
	平成17年3月21日現在における備前市の区域のうち第1種低層住居専用地域、第1種中高層住居専用地域、第2種中高層住居専用地域、第1種住居地域、第2種住居地域及び用途地域以外の地域並びに日生町日生、日生町寒河、日生町大多府及び日生町寺山の各一部(別図のとおり)

	第2種区域
	平成17年3月21日現在における備前市の区域のうち近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工業地域、日生町日生及び日生町寒河の各一部(別図のとおり)並びに吉永町金谷、吉永町福満、吉永町南方、吉永町吉永中、吉永町三股、吉永町岩崎、吉永町今崎、吉永町神根本及び吉永町高田の全域


※上記の表にある地域は、都市計画法に基づく用途地域を示しています。地域の確認は、市役所都市整備課、総合支所で行ってください。

【振動規制法に基づく特定建設作業の一覧】
1.くい打機（もんけん及び圧入式くい打機を除く。）、くい抜機（油圧式くい抜機を除く。）又はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜機を除く。）を使用する作業 

2.鋼球を使用して建築物その他の工作物を破壊する作業 

3.舗装版破砕機を使用する作業

（作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る2地点間の最大距離が50メートルを超えない作業に限る。） 

4.ブレーカー（手持式のものは除く。）を使用する作業

（作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る2地点間の最大距離が50メートルを超えない作業に限る。）

特定建設作業に対する規制について

指定地域内において、特定建設作業を実施する事業者には、敷地境界にて下表の規制基準が適用されます。また、規制基準は区域区分により異なりますので、ご注意ください。

※特定建設作業に伴って発生する振動の規制に関する基準〔振動規制法施行規則（昭和51年総理府令第58号）〕
	規制内容
	区域区分
	規制基準

	作業場所の敷地の境界線における基準値
	1号
	振動 75デシベル以下

	
	2号
	振動 75デシベル以下

	作業の禁止時間
	1号
	午後7時から翌日の午前7時

	
	2号
	午後10時から翌日の午前6時

	最大作業時間
	1号
	1日あたり10時間

	
	2号
	1日あたり14時間

	最大作業期間
	1号
	連続6日間

	
	2号
	連続6日間

	作業の禁止日
	1号
	日曜日、その他の休日

	
	2号
	日曜日、その他の休日


※区域区分

	1号区域
	振動指定地域のうち、第1種区域、第2種区域のうち、工業地域を除く区域、学校・保育所・病院・図書館・特別養護老人ホーム等の80メートル以内の区域

	2号区域
	振動指定地域のうち、1号区域以外の区域


※第1種区域等の区分については、上記「振動規制法に基づく指定地域（振動指定区域）」で確認してください。
